
福
井
県
旧
粟
田
部
町
立
花
僅
文
庫
に
つ
い
て

ー

l

日
本
近
代
図
書
館
史
の
視
座
か
ら

|

|

は
じ
め
に

昭
和
十
二
年

(
一
九
三
七
)
四
月
十
七
日
、
福
井
県
今
立
郡
栗
田

部
町

(現
在
の
福
井
県
越
前
市
栗
田
部
町
)
で
、
同
町
立
花
僅
文
庫

の
開
庫
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
建
て
ら
れ
た
花
僅
文
庫
は
現

在
も
粟
田
部
町
に
当
時
の
姿
を
留
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
花

僅
文
庫
は
越
前
市
島
会
館
と
改
称
さ
れ
て
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

花
僅
文
庫

(島
会
館
)
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
教
育
委
員
会
編

『福
井
県
の
近
代
化
遺
産
」
(
平
成
十
一
年
三
月
刊
)
に
近
代
建
築
史

の
立
場
か
ら
の
報
告
が
あ
る
が
、
図
書
館
|

|
文
庫
本
来
の
機
能

ー
ー
と
し
て
の
花
僅
文
庫
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

っ

謄

吹

，ll.t.. 

見 A

て
よ
い
。
本
稿
で
は
、
日
本
近
代
図
書
館
史
の
視
座
か
ら
花
笹
一文
庫

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

花
屋
校
と
花
屋
図
書
館

花
僅
文
庫
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
今
立
郡
花
僅
小
学
校
並
び
に

同
校
内
に
設
置
さ
れ
た
花
芭
図
書
館
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

南
越
花
産
会
編

『
南
越
花
産
会
誌
」
第
一
号

(
大
正
元
年

〔
一
九

二

ニ
九
月
刊
)
収
載

「花
宣
校
沿
革
大
阪」

に
拠
る
と
、
明

治
十
五
年

(一

八
八
二
)

四
月

一
日
、
今
立
郡
栗
田
部
村
に
今
立
郡

花
僅
小
学
区
公
立
花
箆
校
が
創
設
さ
れ
た
。
同
二
十
年

(一

八
八
七
)

五
月
、
同
校
は
簡
易
科
、
尋
常
科
、
高
等
科
の
三
科
を
併
設
す
る
が
、

同
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
四
月
、
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
簡
易
科



園
文
学
論
叢

第
六
十
七
輯

が
廃
止
さ
れ
、
尋
常
科
、
高
等
科
の

二
科
体
制
と
な
る
。
因
み
に
明

治
四
十
四
年

(一

九

一
二

度
の
児
童
数
は
尋
常
科

(第

一
1
第
六

学
年
)
が
三
百
九
十
七
名
、
高
等
科

(第
一

1
第
三
学
年
)
が

百
五
十
七
名
、
合
計
五
百
五
十
四
名
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
四
年

(一

八
九
一

)
七
月
、
花
箆
校
同
窓
会
が
設
立
さ

れ
た
。
同
四
十
二
年

(一

九

O
九
)
七
月
、
当
時
の
皇
太
子
(
後
の

大
正
天
皇
)
が
福
井
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸
地
方
を
行
啓
さ
れ
た
。

花
僅
校
同
窓
会
は
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
同
校
内
に
花
僅
図
書
館

を
創
設
し
た
。
同
同
窓
会
は
花
僅
図
書
館
創
設
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

花
僅
図
書
館
創
立
趣
意
書

明
治
維
新
以
来
汎
ク
知
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
テ
、
之
ヲ
岨
噌

シ
応
用
シ
テ
、
能
ク
我
国
情
ニ
適
応
セ
シ
メ
タ
ル
結
果
ハ
、

日
清
日
露
ノ
役
ニ
於
テ
遺
憾
ナ
ク
発
揮
セ
ラ
レ
、
今
ヤ
国
連

欝
勃
シ
テ
興
隆
シ
、
国
光
赫
熔
ト
シ
テ
四
表
ニ
輝
キ
、
遂
二

世
界
列
強
ノ
伍
伴
ニ
入
レ
リ
。
鳴
呼
、
亦
盛
ナ
リ
ト
云
フ
ベ

シ
。
然
リ
然
、
ン
テ
社
会
ノ
進
歩
ハ

一
日
モ
止
マ
ズ
、
衛
生
ニ

道
徳
ニ
将
何
回
識
ニ
於
テ
、
時
々
刻
々
、
殆
ン
ド
其
停
止
ス
ル

処
ヲ
知
ラ
ズ
。
昨
日
ノ
施
設
ハ
、
今
日
己
ニ
其
迂
遠
ヲ
免
レ

ズ
。
然
レ
パ
我
国
民
タ
ル
モ
ノ
能
ク
此
ノ
消
息
ヲ
了
解
シ
テ
、

常
ニ
新
刊
ノ
書
籍
ヲ
格
キ
、
新
知
識
ヲ
収
得
シ
テ
、
其
長
ヲ

取
リ
短
ヲ
補
ヒ
以
テ
生
存
競
争
ノ
優
勝
者
ト
ナ
リ
、

一
身
ノ

幸
福
ヲ
増
進
シ
、
愈
々
益
々
、
国
運
ノ
発
展

三
貝
献
ス
ル
処

ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
然
リ
ト
難
モ
限
リ
ナ
キ
諸
般
ノ
書
籍
ヲ

購
読
シ
得
ン
コ
ト
ハ

、
限
リ
ア
ル
財
力
ノ
到
底
堪
フ
ル
処
ニ

ア
ラ
ズ
。
近
時
各
地
ニ
於
テ
図
書
館
ノ
設
置
ヲ
見
ル
。
又
宜

ア
リ
ト
云
フ
ベ
シ
。
是
ニ
於
テ
カ
我
同
窓
会
ハ
、
東
宮
殿
下

ノ
北
陸
行
啓
ヲ
紀
念
卜
シ
テ
博
ク
有
志
ノ
賛
助
ヲ
得
テ
、
其

創
設
ノ
端
緒
ヲ
開
キ
、
永
遠
ニ
継
続
シ
テ
、
之
ガ
完
成
ヲ
期

セ
ン
ト
ス
。
希
ク
ハ
之
ヲ
賛
セ
ラ
レ
ョ
。

花
僅
校
同
窓
会

右
の
趣
意
書
は
、
ま
ず
日
清
日
露
の
戦
勝
を
経
て
、
日
本
が
世
界

の
列
強
固
と
伍
伴
す
る
に
至

っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
上
で
、
常
に
新
し

い
書
籍
を
読
ん
で
、
新
し
い
知
識
を
得
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
生
存
競
争
ノ
優
勝
者
ト
ナ
リ
、

一
山身

ノ
幸
福
ヲ
増
進
シ
、
愈
々
孫
々
、
国
運
ノ
発
展
二
貝
献
ス
ル
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
読
書

(図
書
館
)
が
個
人
の
幸
福
と
国
家

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
図

書
館
の
永
続
の
た
め
に
広
く
有
志
の
賛
助
を
求
め
て
い
る
。



ま
た
、
大
正
元
年

(一

九

二
一
)
当
時
の
花
僅
図
書
館
の
概
況
に

つ
い
て
、
「
花
僅
校
沿
革
大
要
」
に
は
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
花
僅
図
書
館
状
況

一
、
蔵
書
数

二
百
九
十
五
部
に
て
千
三
百
十
五
川

一、

一
ヶ
月
閲
覧
人
員
平
均

三
十

一
名

一
、
現
在
の
状
況

明
治
四
十
二
年
開
館
以
来
書
籍
風
目
、

書
籍
等
購
入
に

費
せ
し
金
額
総
計
参
百
七
拾
八
円
四
銭
七
厘
に
し
て
、
現

今
銀
行
預
金
七
拾
六
円
を
有
す
れ
ど
も
、
漸
次
出
版
書
籍

の
購
入
を
要
す
る
を
以
て
、
本
年
度
に
資
金
を
募
集
す
る

義
と
な
れ
り
。

花
僅
図
書
館
の
蔵
書
数
は

二
百
九
十
五
部
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
蔵
書
目
録
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
具
体
的

な
書
名
や
蔵
書
傾
向
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
閲
覧
人
数

に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
四
年

(一

九

一
一
)
度
の
花
僅
校
の
全
生

徒
数
が
五
百
五
十
四
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
者
の
年
度
の
相
違
は
さ

福
引
県
旧
来
出
部
町
立
花
管
一
文
庫
に
つ
い
て

て
置
き
、
単
純
計
算
で
い
え
ば
、

一
ヶ
月
の
閲
覧
者
一二
十

一
名
で
あ

り
、
そ
れ
は
全
生
徒
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
等
科
に
限
っ
て
見
れ
ば

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
四
十
二
年

(一

九
O
九
)

度
か
ら
大
正
元
年

(一

九

二
一
)
度
ま
で
の
四
年
間
に
費
や
さ
れ
た

ま目籍
購
入
費
は
、
総
計
三
百
七
十
八
円
四
銭
七
厘
で
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
金
額
を
四
年
で
割
る
と
、

一
年
あ
た
り
約
九
十
四
円
と
な
る
。

参
考
ま
で
に
記
す
と
、
明
治
三
十
三
年

(一

九
O
O
)
の
小
学
校
教

員
の
初
任
給

(
月
棒
、
東
京
)
が
十
円

i
十
三
円、

大
正
元
年

(一

九

一
二
)

の
巡
査

(月
俸
、
東
京
)
の
初
任
給
が
十
五
円
、
明
治

四
十
四
年

(一

九

一
こ

の
公
務
員

(月
俸
、
高
等
官
)
が
五
十
五

円
、
大
正
元
年

(一

九

二
一
)

の
大
工
の
手
間
賃

(東
京
、

一
日
)

が

一
円
十
八
銭
で
あ
っ
た
。

大
正
元
年

(一

九

一
二
)
当
時
の
花
箆
小
学
校
校
長
、
手
鹿
清
兵

衛
は
「
花
僅
小
学
校
同
窓
会
」

(『
南
越
花
僅
会
誌
』
第
一
号
収
録
)

に
お
い
て
、
花
僅
図
書
館
成
立
の
経
緯
並
び
に
そ
の
内
部
の
具
体
的

な
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

昨
四
十
二
年
、
北
陸
地
方
に

殿
下
の
行
啓
あ
ら
せ
ら
れ
し
を
記
念
せ
ん
と
て
、
本
会
の
事

業
と
し
て
花
僅
図
書
館
を
設
立
致
し
候
。
さ
て
そ
の
事
業
た
る

や
誠
に
我
等
に
と
り
で
は
大
な
る
計
画
に
し
て
未
だ
そ
の
完
成



図
文
m
雲市
柵
叢

第
六
十
七
輯

を
得
た
る
に
無
之
候
へ
共
、
各
村
有
志
諸
賢
の
御
尽
力
と
我
等

同
窓
会
会
員
の
協
力
と
に
よ
り
て
、
兎
も
角
も
昨
年
十

一
月
三

日
、
天
長
の
佳
節
を
卜
し
て
開
館
の
運
び
と
向
は
し
め
申
候
。

本
館
は
当
分
花
僅
校
内
に
お
き
、

図
書
陳
列
室
兼
閲
覧
室
と

し
て
三
聞
に
五
間
許
り
の
一
室
を
あ
て
、
そ
こ
に

一
聞
に
三
尺

の
重
ね
棚

(勿
論
こ
の
棚
を
新
に
書
籍
架
の
た
め
に
造
り
し
も

の
に
し
て
、
硝
子
戸
入
に
て
美
麗
な
る
構
造
に
有
之
候
)
三
重

ね
都
合
六
本
悉
く
書
籍
に
し
て
満
さ
れ
居
候
。
そ
の
室
の
壁
に

は
額
或
は
掛
図
等
を
以
て
出
来
得
る
限
り
の
装
飾
を
な
し
、
常

に
机
と
腰
掛
敷
組
を
備

へ
置
き
て
、
来
観
者
の
便
に
供
し
候
。

日
下
は
と
く
に
冬
季
に
て
便
利
も
悪
し
く
候
故
、
来
観
者
も
甚

だ
多
か
ら
ざ
る
に
よ
り
、
別
に
そ
の
為
め
役
員
を
お
く
迄
に
は

致
さ
ず
。
花
箆
校
職
員
の

一
名
に
依
頼
し
て
図
書
閲
覧
或
は
そ

の
保
管
等
を
兼
任
致
居
候
。
本
館
の
現
今
所
有
す
る
書
籍
は
、

大
日
本
百
科
全
書
を
始
め
、
新
刊
大
部
の
も
の
も
多
け
れ
ど
も
、

半
数
は
寄
贈
或
は
借
用
よ
り
成
れ
る
貴
重
な
る
書
籍
に
て
、
図

書
解
題
、
古
事
記
伝
等
を
始
め
漢
書
等
に
し
て
、
中
々
重
宝
の

も
の
も
多
く
有
之
候
。

併
し
こ
の
花
笹
図
書
館
は
こ
の
後
援
々
興
隆
な
ら
し
め
、
且

そ
の
維
持
費
支
弁
等
に
つ
き
て
も
、
こ
の
末
尚
々
広
大
に
寄
附

四

金
を
募
り
、
或
は
会
員
よ
り
の
集
金
等
に
よ
り
て
大
に
そ
の
基

礎
を
固
め
た
き
考
に
有
之
候
。

尤
も
此
館
の
建
物
は
近
き
将
来
に
於
て
御
地
、
花
位
医
会
諸
賢

の
篤
志
に
よ
り
て
、
薄
墨
桜
の
香
気
霞
郁
た
る
帝
釈
山
の
麓
に

蓑
高
く
笠
ゆ
る
の
日
あ
る
事
を
期
し
居
り
・
申
候
。
尚
本
館
に
関

す
る
規
則
は
来
春
の
日
を
待

っ
て
整
備
致
す
べ
く
、
そ
の
上
は

文
部
大
臣
へ
の
申
請
も
致
す
べ
き
筈
に
有
之
候
へ
共
、
只
今
は

学
年
末
に
際
し
学
務
多
忙
の
折
柄
故
、
委
細
な
る
御
報
知
も
致

し
難
く
、
誠
に
誠
に
遺
憾
に
は
存
じ
候
へ
共
、
い
づ
れ
後
便
を

以
て
そ
の
不
足
を
御
報
導
申
上
べ
く
、
只
今
は
こ
れ
に
て
筆
を

止
め
申
候
。

尚
同
窓
会
規
則
書
併
に
図
書
館
設
立
趣
意
書
等
封
入
致
し
置

き
候
問
、
御
覧
下
さ
れ
度
御
参
考
に
も
相
成
候
は
ば
幸
甚
こ
れ

に
過
ぎ
ず
候
。

花
管一
図
書
館
は
未
完
成
の
部
分
を
残
し
な
が
ら
も
、
明
治
四
十
二

年

(一

九

O
九
)
十

一
月
三
日

(天
長
節
)
に

一
応
の
開
館
を
迎
え

た
。
そ
の
創
設
に
は
今
立
郡
内
各
村
の
有
志
を
は
じ
め
、
花
僅
校
同

窓
会
会
員

(花
僅
校
卒
業
生
)
か
ら
の
賛
助
金
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大

き
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。



花
箆
図
書
館
は
図
書
陳
列
室
と
閲
覧
室
を
兼
ね
た

一
室
で
あ

っ

た
。
花
僅
図
書
館
は

〈図
書
館
〉
と
称
す
る
が
、
そ
の
実
態
は
校
舎

の

一
室
を
借
り
た

〈図
書
室
〉
で
あ

っ
た
。
そ
の
広
さ
は
三
間

(五

メ
ー
ト
ル
四
十
セ
ン
チ
)
と
五
間

(約
九
メ
ー
ト
ル
)
で
あ

っ
た
。

室
内
は
一
間

(約
百
八
十
セ
ン
チ
)
に
一一一
尺
(
約
九
十
セ
ン
チ
)
の

重
ね
棚
を
三
段
重
ね
、
都
合
六
本
と
し
、
そ
こ
に
書
籍
が
満
た
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
こ
の
本
棚
は
新
設
の
図
書
館
の
た
め
に
新
調
さ
れ

た
も
の
で
、
ガ
ラ
ス
戸
の
入

っ
た
美
し

い
棚
で
あ
っ
た
。
ま
た
室
内

の
壁
に
は
額
や
掛
図
が
美
し
く
飾
ら
れ
、
机
と
椅
子
も
常
設
さ
れ
て
、

利
用
者
の
便
宜
を
図

っ
て
い
た
。
当
館
に
は
専
属
の
職
員
は
配
置
さ

れ
て
お
ら
ず
、
花
僅
小
学
校
職
員
一

名
が
校
務
と
兼
務
す
る
か
た
ち

で
図
書
の
閲
覧

・
保
管
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
蔵
書
は

『大

日
本
百
科
全
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
新
刊
蓄
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の

半
数
は
寄
贈
や
借
用
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
寄

贈
書
に
は
佐
村
八
郎
編

『国
書
解
題
』
、
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
、

『漢
書
』
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。

手
鹿
の
記
事
に
拠
る
と
、
花
僅
図
書
館
は
会
員
か
ら
の
賛
助
金
を

集
め
て
、
将
来
的
に
帝
釈
山

(
三
里
山
)
の
麓
に
独
立
し
た
「
図
書

館
」
と
し
て
建
設
し
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

花
僅
図
書
館
の
運
用
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
規
則
は
、
こ

の
記
事
が

福
井
県
旧
梁
田
部
町
立
花
笹
文
庫
に
つ
い
て

書
か
れ
た
次
春
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
規
則
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
本

館
の
利
用
が
会

員

(
花
笹一
校
卒
業
生
及
び
在
学
生
)
に
限
定
さ
れ
て

い
た
の
か
、
或
い
は
会
員
以
外
の
人
に
も
聞
か
れ
て
い
た
の
か
、
そ

し
て
図
書
の
閲
覧
、
貸
借
と
い

っ
た
具
体
的
な
運
用
実
態
に
つ

い
て

は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
花
僅
図
書
館
は
花
僅
校
内
の

一
室
を
利
用
し
て
開
設

さ
れ
た
が
、
昭
和
二
年

(
一
九
二
七
)
四
月
二
十

一
日
に
起
こ

っ
た

栗
田
部
大
火
に
よ
り
、
そ
の
校
舎
は
す
べ
て
灰
燈
と
帰
し
た
。
花
僅

図
書
館
も
ま
た
校
舎
と
運
命
を
同
じ
く
し
た
の
で
あ
る
。
花
宣
小
学

校
の
校
舎
が
再
建
さ
れ
た
の
は
、
そ
の

二
年
後
の
昭
和
四
年

(一

九
二
九
)
三
月
九
日
で
あ

っ
た
。

再
建
に
際
し
て
そ
の
校
舎
は

同
町
字
薮
田
第
四
十
六
字
五
反
に
移
転
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
再
建
さ

れ
た
校
舎
の
図
面
を
見
る
と
、
校
舎
玄
関
に
向
か

っ
て
左
側
の
学
舎

一
階
に
図
書
室
が
確
認
で
き
る
。

2 

花
屋
文
庫
創
設
と
島
運
太
郎

花
僅
小
学
校
並
び
に
花
僅
図
書
館
の
焼
失
か
ら
約
十
年
後
の
昭
和

十

一
年

(一

九
三
六
)
五
月
二
十
日
、
今
立
郡
粟
田
部
町
の
三
里
山

五
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(帝
釈
山
)
の
麓
、
粟
田
部
大
火
で
焼
失
し
た
花
僅
小
学
校
跡
地
に
、

花
僅
文
庫
が
完
成
し
た
。
『
南
越
花
産
会
誌
』
第

一
号
(
大
正
元
年

〔一

九

二
ニ

九
月
刊
)
収
載

「
花
僅
小
学
校
同
窓
会
」
に
当
時
の

学
校
長
、
手
鹿
清
兵
衛
が

「此
館
の
建
物
は
近
き
将
来
に
於
て
御
地、

花
僅
会
諸
賢
の
篤
志
に
よ
り
て
、
薄
墨
桜
の
香
気
後
郁
た
る
帝
釈
山

の
麓
に
蓋
高
く
聾
ゆ
る
の
日
あ
る
事
を
期
し
居
り
申
候
」
と
書
き
記

さ
れ
た
、
そ
の
夢
が
別
の
か
た
ち
で
|
|
h花
雀
同
窓
会
有
志
に
よ
る

寄
附
金
で
は
な
く
、
地
元
今
立
郡
出
身
の
経
済
人
、
鳥
連
太
郎
氏
個

人
に
よ
る
寄
贈
と
い
う
か
た
ち
で
は
あ
る
が
|
|
実
現
し
た
の
で
あ

る
。花
僅
文
庫
(
現
島
会
館
)
は
今
藤
仁
三
郎

(今
藤
工
務
庖
)
の
設

計
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
の
書
庫
と
、
そ
の
北
側

の
木
造
平
屋
建
て
の
閲
覧
室
及
び
廊
下
か
ら
成
る
。
特
に
白
い
壁
面

の
書
庫
と

一
体
化
し
て
建

つ
円
筒
形
の
階
段
室
に
は
カ

ー
テ
ン

ウ
ォ
l
ル
が
施
さ
れ
、
そ
こ
に
縦
長
の
窓
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
当

時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
建
築
で
あ
っ
問
。
(
写
真
1
参
照
)

昭
和
十
二
年

(一

九
三
七
)
四
月
十
七
日
、
花
僅
文
庫
の
開
庫
式

に
参
列
し
た
福
田
三
郎
兵
衛

(当
時
の
南
越
花
置
会
幹
事
)
は
建
物

と
し
て
の
花
僅
文
庫
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て

い
る
。

文
庫
の
敷
地
は
粟
田
部
町
と
し
て
誠
に
由
緒
深
き
元
花
産
小
学



校
跡
に
て
、
当
町
教
育
文
化
発
祥
の
地
と
も
云
ふ
べ
く
、
土
地

は
高
燥
に
し
て
凹
顧
の
風
光
を
展
望
し
て
閑
静
、
読
書
研
究
に

は
又
と
得
難
い
好
適
地
、
建
物
は
又
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

本
館
と
木
造
平
屋
建
て
の
附
属
建
物
よ
り
為
り
、
専
ら
堅
牢
と

質
素
を
旨
と
し
、
然
も
一
種
の
優
美
さ
を
加
味
し
た
近
代
的
な

も
の
で
あ
る
。
採
光
に
通
風
に
申
分
な
く
、
設
備
亦
完
全
で
県

下
に
誇
る
図
書
館
で
あ
る
。

花
僅
文
庫
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
『花
僅
文
庫
設
立
の
由
来

並
規
則
』
(
昭
和
十
二
年
〔

一
九
三
七
〕
四
月
刊
)
収
録
「
花
僅
文

庫
設
置
の
由
来
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
の
普
及
と
国
民
研
究
心
の
旺
盛
に
伴
ひ
、
各
府
県

年
を
逐
う
て
図
書
館
を
設
立
し
、
現
在
全
国
の
館
数
五
千
に
達

し
て
ゐ
る
。
北
信
五
県
の
館
数
は
長
野
県
の
三
四
七
、
新
潟
県

の
二
二
五
、
石
川
県
の

一
八
九
、
富
山
県
の
五
七
、
福
井
県
の

一
二
で
あ
る
。
北
信
五
県
中
本
県
は
最
も
不
振
の
状
態
で
、
現

在
其
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
は
、
僅
々

二
、
三
館
に
過
ぎ

c
、
。

手
匂
し此
時
に
当
り
、
東
京
印
刷
業
三
秀
社
主
島
連
太
郎
氏
は
、
愛

郷
の
精
神
か
ら
多
年
一柴
田
部
町
公
益
事
業
の
た
め
数
万
の
資
金

福
井
県
旧
来
田
部
町
立
花
笹
文
庫
に
つ
い
て

を
義
補
さ
れ
た
が
、
今
回
又
読
書
趣
味
の
養
成
と
貴
重
品
保
管

の
目
的
を
以
て

一
万
五
千
円
を
投
じ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
の
文
庫
と
木
造
平
屋
の
閲
覧
室
各

一
棟
を
建
築
し
て
粟
田

部
町
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
精
神
文
化
振
興
の
た
め
、
誠
に

奇
特
の
美
挙
で
あ
る
。

同
氏
は
少
年
の
頃
東
京
に
出
て
、
夙
に
印
刷
業
に
興
味
を
持

ち
、
明
治
三
十
四
年
今
の
三
秀
舎
を
経
営
し
、
毎
月
数
百
叩
の

図
書
を
精
巧
な
る
印
刷
に
付
し
て
出
版
界
の
好
評
を
博
し
、
図

書
普
及
に
つ

い
て
は
優
に

一
見
識
を
把
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
往
年

三
秀
企
口
創
業
二
十
周
年
並
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
知
名

の
士
に
編
纂
を
嘱
託
し
、
世
界
印
刷
史
二
間
、
越
前
及
若
狭
の

史
蹟
一
冊
、
越
前
若
狭
古
文
書
選
一
削
を
刊
行
し
、
又
国
宝
白

山
本
神
皇
正
統
記
軟
入
四
冊
、

異
国
物
語
映
入

一
冊
を
複
製
し

て
、
福
井
県
下
其
他
全
国
の
図
書
館
及
び
篤
志
家
に
全
部
寄
贈

し
、
読
書
界
を
枠
益
し
郷
土
研
究
者
に
便
宜
を
与
へ
ら
れ
た
こ

と
は
、
世
間
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

特
に
今
回
粟
田
部
町
に
建
築
寄
付
さ
れ
た
文
庫
の
如
き
は
、

精
神
文
化
の
中
枢
機
関
で
あ
る
が
、
極
め
て
地
味
な
仕
事
で
あ

る
だ
け
、
背
聞
の
篤
志
家
が
此
方
面
を
閑
却
し
て
ゐ
る
折
に
も

か
か
は
ら
ず
、
同
氏
が
率
先
し
て
此
事
業
に
注
目
さ
れ
た
こ
と

ーヒ
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は
、
同
氏
が
過
去
数
十
年
間
図
書
普
及
の
奮
闘
と
愛
郷
精
神
の

発
露
に
外
な
ら
ぬ
と
、
町
民
の
感
謝
措
く
能
は
ぎ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

由
来
栗
田
部
町
は
半
農
半
商
、
人
口
も
ご
一千
未
満
の
田
舎
町

で
、
有
為
の
人
物
は
皆
県
外
に
活
躍
し
、
残
存
の
町
民
は
、
問

ふ
に
良
師
な
く
、
読
む
に
良
書
な
く
し
て
、
精
神
の
糧
に
飢
え

つ
つ
あ
る
此
際
に
、
白
亜
燦
然
た
る
独
立
の
文
庫
と
二
千
冊
の

良
書
を
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
実
に
春
風
春
水
一
時
来
の
感
が
あ

る
。
町
民
は
今
後
よ
く
之
を
利
用
し
て
十
二
分
の
成
績
を
あ
げ

ね
ば
な
ら
ぬ
責
任
が
あ
る
こ
と
を
わ
す
れ
で
は
な
ら
ぬ
。

島連太郎胸像)(写真2
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文
庫
は
昨
年
五
月
起
工
、
十

一
月
竣
工
し
、
栗
田
部
町
会
は

十
月
二
十
六
日
寄
付
建
造
物
採
納
の
件
を
議
決
し
、
十

一
月

十

一
日
修
紋
落
成
の
式
を
挙
げ
、
爾
来
図
書
の
整
理
も

一
段
落

を
告
げ
た
る
を
以
て
、
忍
に
桜
さ
く
陽
春
四
月
の
本
日
を
卜
し

開
庫
式
を
挙
ぐ
る
に
際
し
、
柳
か
文
庫
設
立
の
由
来
を
述
ぶ
る

こ
と
し
か
り
。

右
の
文
章
の
冒
頭
で
、
当
時

(昭
和
十
二
年

〔一

九
三
七
〕)

の

北
陸
地
方
の
図
書
館
設
置
状
況
に
触
れ
、
福
井
県
下
の
図
書
館
は

二
十

一
館
で
、

北
陸
地
方
で
最
下
位
で
あ
り
、
か
つ
実
際
に
機
能
し

て
い
る
の
は
僅
か
に

二
、
一二
館
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

図
書
館
が
そ
の
「
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
」
か
否
か
の
基
準
が
書
か

れ
て
お
ら
ず
、
恐
意
的
な
文
章
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
文
章

全
体
と
し
て
は
、
福
井
県
の
図
書
館
が
他
県
と
比
較
し
て
低
調
で
あ

る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

東
京
で
印
刷
会
社
三
秀
舎
を
経
営
し
て
い
た
島
連
太
郎

(写
真
2

参
照
)
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
憂
い
て
、
私
財

一
万
五
千
円
を
投
じ

て
花
僅
文
庫
を
建
設
し
、
そ
れ
を
粟
田
部
町
に
寄
贈
し
た
。

島
連
太
郎
に
つ
い
て
は
、

「南
越
花
僅
会
誌
』
第
二
十
七
号
(
烏

顧
問
追
悼
号
、
昭
和
十
六
年

〔
一
九
四

二

六

月
刊
)
収
録

「島
翁



の
略
歴
」
に
そ
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
拠
る
と
、
島
連
太
郎
は
明
治
三
年

(
一
八
七

O
)
三
月
八

日
に
今
立
郡
栗
田
部
町
の
島
亀
吉
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
亀
吉

は
同
町
の
旧
家
、
黒
沢
=一
右
衛
門
の
分
家
に
当
た
る
。
連
太
郎
は
花

産
小
学
校
を
卒
業
し
、
十
五
歳
の
時
に
横
浜
の
吉
田
醤
油
屈
の
庖
員

と
な
り
、
そ
の
二
年
後
に
東
京
の
印
刷
会
社
秀
英
舎
に
転
職
す
る
。

秀
英
社
は
明
治
九
年

(一

八
七
六
)
創
業
の
印
刷
会
社
で
、
昭
和
十

年

(
一
九
三
五
)
に
日
清
印
刷
と
合
併
し
、
大
日
本
印
刷
と
な
る
。

連
太
郎
は
秀
英
舎
で
十
三
年
間
勤
務
し
、
そ
の
後
、
神
田
美
土
代
町

に
印
刷
会
社
三
光
社
を
創
業
し
、
そ
の
社
長
に
就
任
す
る
。
そ
し
、

明
治
三
十
四
年

(一

九

O
一
)
四
月
、
三
光
社
を
解
散
し
、
同
町
に

三
秀
舎
を
創
業
す
る
。
三
秀
舎
は
明
治
四
十
二
年

(
一
九

O
九
)

一
月

創
刊
の
文
芸
雑
誌

『
ス
バ
ル
」
、
そ
し
て
同
四
十
三
年

(一

九

一
O
)

か
ら
大
正
十
二
年

(一

九
二
三
)

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
文
芸
雑
誌

『白
樺
』
の
印
刷
を
担
っ
た
会
社
と
し
て
、
日
本
近
代
文
学
史
に
そ

の
社
名
を
刻
む
老
舗
で
あ
り
、
現
在
も
千
代
田
区
内
神
田
に
あ
る
。

東
京
で
印
刷
会
社
社
長
と
し
て
成
功
を
収
め
た
連
太
郎
は
、
公
共

の
た
め
に
労
を
惜
し
ま
ず
、
財
を
割
い
て
多
方
面
に
寄
付
を
し
た
。

郷
里
福
井
県
へ
の
寄
付
を
挙
げ
る
と
、
粟
田
部
町
花
僅
文
庫
を
は
じ

め
、
同
町
花
僅
小
学
校
建
設
資
金
、
同
町
上
下
水
道
建
設
費
、
上
庄

福
井
県
旧
来
旧
部
町
立
花
箆
文
庫
に
つ
い
て

町
の
奉
安
殿
な
ど
、
総
額
十
数
万
円
に
及
ん
だ
。
昭
和
十
六
年

(一

九
四

こ

二
月
十

一
日
逝
去
。
享
年
七
十
二
で
あ

っ
た
。
法
名

は
三
秀
院
正
洋
居
士
で
あ
る
。

前
掲
の

「
花
笹
文
庫
設
置
の
由
来
」
に
拠
る
と
、
昭
和
十
二
年

(一

九
三
七
)
当
時
の
粟
田
部
町
は
半
農
半
商
で
、
人
口
も
三
千
人

未
満
の
田
舎
町
で
、
有
為
の
人
物
は
皆
県
外
で
活
躍
し
、
町
内
に

残

っ
た
人
は

「
問
ふ
に
良
師
な
く
、
読
む
に
良
書
な
」
き
状
態
で

あ

っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
栗
田
部
町
に
連
太
郎
は

花
修
一文
庫
と
二
千
冊
の
図
書
を
寄
贈
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
粟
田

部
町
民
に
と

っ
て
、
そ
れ
は

「春
風
春
水

一
時
来
」
の
俊
倖
で
あ
っ

た
。開

館
当
時
の
花
箆
文
庫
の
図
書
雑
誌
及
び
参
考
品
に

つ
い
て
は
、

『花
篭
文
庫
設
立
の
由
来
並
規
則
』
収
録
「
謹
告
」
に
、
次
の
よ
う

に
司記
さ
れ
て
い
る
。

今
般
町
立
花
館
一文
庫
開
設
一一
際
シ
、
県
内
外
諸
賢
ノ
深
甚
ナ

ル
御
同
情
ト
御
後
援
ニ
依
リ
、
藷
ニ
開
庫
ノ
運
ビ

ニ
至
リ
シ
コ

ト
ハ
、

当
阿
ト
シ
テ
衷
心
感
激
惜
ク
能
ハ
ザ
ル
卜
コ
ロ
ナ
リ
。

尚
左
記
ノ
諸
氏
ハ
貴
重
一ナ
ル
図
書
雑
誌
等
ヲ
寄
贈
セ
ラ
レ
、
本

事
業
ノ
タ
メ
ニ
寄
与
セ
ラ
レ
タ
ル
御
厚
情
ニ
対
シ
テ
ハ

、

感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

深
ク

九
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今
後
共
益
々
設
立
趣
旨
ノ
目
的
遂
行
ノ
タ
メ

一一
層
ノ
御
同
情

御
助
力
ア
ラ
ン
コ

ト
ヲ
併
セ
テ
懇
願
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

昭
和
十
二
年
四
月
十
七
日
、
開
庫
式
ノ
日

粟
田
部
町
長

木
津

手IJ
平5

花
僅
文
庫
に
図
書
雑
誌
を
寄
贈
し
た
「
左
記
ノ
諸
氏
」
に
は
早
稲

田
大
学
出
版
部
を
筆
頭
に
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
、
日
本
書
籍
株
式

会
社
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社、

実
業
之
日
本
社
な
ど
の
企
業
を
は

じ
め
、
坂
井
郡
鷹
巣
村
、
石
橋
重
吉
、
市
川
新
松
な
ど
、
鳥
連
太
郎

を
含
め
て
計
二
十
八
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
な
お
、
花
僅
文
庫
の

図
書
目
録
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
蔵

官
官
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

3 

文
庫
規
則

『花
僅
文
庫
設
立
の
由
来
並
規
則
』

庫
規
則
」
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。

第

一

章

総

則
本
文
庫
ハ
粟
田
部
町
立
花
僅
文
庫
ト
称
、
ン
、
本

庫
ヲ
架
田
部
町
第
二
十
二
日ぢ
二
十
二
番
地
ニ
設

収
録

「
粟
田
部
町
立
花
僅
文

第

条

第第第第

[1:9 五

四
0 

条

置
シ
、
分
庫
ヲ
花
僅
小
学
校
内
ニ
置
ク
。

本
文
庫
ハ
左
記
ノ
品
目
ヲ
蒐
集
保
存
シ
テ
、
特

殊
者
又
ハ

一
般
公
衆
ノ
縦
覧
及
閲
覧
ニ
供
シ
、

知
識
及
趣
味
ノ
向
上
ヲ
図
リ
、
学
術
研
究
並
二

社
会
教
育
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。

一
、
図
書
、
書
画
、
考
古
品
類
、
其
ノ
他
之
ニ

準
ズ
ル
モ
ノ
。

二
、
郷
土
ニ
関
ス
ル
記
録
類
。

三
、
第
二
十
条
ノ
委
託
保
管
類
。

本
文
庫
ニ
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。

文
庫
長

一
名
、
司
書

一
名
、
書
記
二
名
。

本
文
庫
ニ
学
識
識
見
高
キ
者
若
干
名
ヲ
選
ビ
顧

問
ト
ス
。

顧
問
ハ
文
庫
長
之
ヲ
嘱
託
ス
。

文
庫
長
ハ
庫
務
ヲ
掌
理
シ
、
所
属
職
員
ヲ
指
揮

監
督
ス
。

司
書
ハ
文
庫
長
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
保
存
及
閲
覧

ニ
閑
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
。

書
記
ハ
文
庫
長
ノ
指
躯
ヲ
承
ケ
、
庶
務
ニ
従
事

ス
。

2f，._ 
刀、条戸た

ノ↑、



第第第第第

ム

ノ、戸ヒ)¥ 第

章 条

顧
問
ハ
本
文
庫
ノ
重
要
事
項
ニ
関
シ
、
文
庫
長

ノ
諮
問
ニ
応
ジ
、
又
審
議
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

本
文
庫
ニ
ハ
左
ノ
帳
簿
ヲ
備
へ
置
ク
ベ
シ
。

て

第

二
条
ニ
依
ル
各
種
目
原
簿

二
、
縦
覧
及
閲
覧
者
名
簿

三
、
日
誌

本
文
庫
ノ
公
開
目
、
左
ノ
如
、
ン
。

本
庫
毎
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祭
日
ト
シ
、
土

曜
日
ニ
限
リ
午
後
ノ
ミ
ト
ス
。

柱
ノK条

分

庫

年

中
公
開
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

但
シ
本
分
庫
共
四
大
節
、
十
二
月
二
十
五
日
ヨ

リ
翌
年

一
月
五
日
マ
デ
ヲ
除
キ
、
又
都
合
ニ
依

リ
臨
時
休
庫
ス

ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

本
文
庫
ノ
開
閉
時
限
ハ

、
左
ノ
如
シ
。

午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
マ
デ
、

但
シ
時
宜
ニ
依
リ
伸
縮
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

ノ~ノ"
升ミ 升ミ

縦
覧
及
閲
覧

本
文
庫
ノ
縦
覧
及
閲
覧
ハ

、
凡
テ
無
料
ト
ス
。

縦
覧
者
及
閲
覧
者
ハ

、
本
文
庫
ノ
諸
規
程
ヲ
遵

福
井
県
旧
架
同
部
町
立
花
箆
文
庫
に
つ
い
て

第

十

一
条

第

十

二

条

第

十

三

条

第

十

四

条

第

再呈

第

十

五

条

守
ス
ベ
シ
。

縦
覧
者
ハ

、
本
文
庫
受
付

ニ
於
テ
、
備
付
ノ
名

簿
ニ
住
所
、
氏
名
、
職
業
ヲ
記
入
ノ
上
、
縦
覧

ス
ベ
シ
。

図
書
ヲ
閲
覧
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ

、
閲
覧
苗
一市
三
附

定
ノ
事
項
ヲ
記
入
シ
、
図
書
ヲ
佑
受
ケ
、
退
庫

ノ
場
合
、
返
納
ス
ベ
シ
。

縦
覧
者
ハ
所
定
ノ
閲
覧
室
以
外
ニ
於
テ
閲
覧
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
閲
覧
室
ニ
於
テ
ハ
音
読
、
雑

話
、
喫
煙
、
其
ノ
他
陥
一喋
ニ
渉
ル
コ

ト
ヲ
許
サ

ズ
。

閲
覧
図
書
ヲ
紛
失
シ
、
又
ハ
汚
損
シ
タ
ル
時
ハ

、

之
ト
同

一
ノ
モ
ノ
若
シ
ク
ハ
相
当
代
価
ヲ
弁
償

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

前
項
ノ
賠
償
ヲ
了
セ
ザ
ル
間
ハ
、
図
書
ノ
閲
覧

ヲ
許
サ
ズ
。

図
書
携
出

図
書
ヲ
携
出
借
覧
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ

、
携
出
票

三
附
定
ノ
事
項
ヲ
記
入
シ
テ
、
文
庫
長
若
シ
ク

四



ハ
司
書
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ

シ
。

携
出
期
間
ハ

二
週
間
以
内
ニ
於
テ
、
本
文
庫
ノ

見
込
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
。

第
十
七
条
返
済
期
限
ヲ
延
長
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ

、
其
ノ
旨

申
出
デ
、
文
庫
長
若
シ
ク
ハ
代
理
者
ノ
承
認
ヲ

受
ク
ベ
シ
。

携
出
図
書

ハ
本
文
庫
ノ
必
要
二
応
ジ
、
随
時
返

戻
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

左
ノ
各
号
ノ

一
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
携
出
ヲ

許
サ
ズ
。

一
、

一
冊
以
上
ノ
図
書

二
、
貴
重
ノ
図
書
並
ニ
辞
書

一二
、
閲
覧
希
望
多
キ
図
書

四
、
新
購
入
ノ
図
書

ハ
一
ヶ
月
以
内
。
但
シ
定

期
刊
行
書

ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。

五
、
本
県
外
ニ
居
住
ス
ル
モ
ノ
ノ
携
出
。

携
出
借
覧
図
書
ヲ
亡
失
又
ハ
汚
損
シ
タ
ル
時

ハ
、
第
十
四
条
ノ
例
ニ
依
ル
。

園
文
向
学
論
叢

第

十

六

条

第

十

八

条

第

十

九

条

第

二

十

条

第
六
十
七
紺

第
四
章

第
二
十
一
条

第
二
十
二
条

第
二
十
三
条

第
二
十
四
条

第
二
十
五
条

四

雑
則
本
文
庫
ハ
第
二
条
ニ
掲
載
シ
タ
ル
各
種
品
目
ノ

寄
贈
又
ハ
委
託
ヲ
受
ク
。

前
条
ノ
寄
贈
又
ハ
委
託
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
、
其
品
目
、

員
数
、
価
格
、
及
住
所
、
氏
名

ヲ
本
文
庫
ニ
申
込
ミ
、
文
庫
長
ノ
承
認
ヲ
受
ク

ベ
シ
。
但
シ
本
文
庫
ヨ
リ
寄
贈
又
ハ
委
託
ヲ
申

込
ミ
タ
ル
時
ハ
、
此
ノ
限
リ

ニ
ア
ラ
ズ
。
委
託

品
ニ
対
シ
テ
ハ
、
本
文
庫
ヨ
リ
受
託
証
ヲ
交
付

ス
。

寄
贈
又
ハ
委
託
ニ
要
ス
ル
費
用
ハ
寄
贈
者
若
シ

ク
ハ
委
託
者
ノ
負
担
ト
ス
。
但
シ
特
別
ノ
場
合

ニ
ア
リ
テ
ハ
、
本
文
庫
ニ
於
テ
其
ノ
全
部
又
ハ

一
部
ヲ
負
担
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。
委
託
品
返

付
ニ
要
ス
ル
費
用
又
同
ジ
。

寄
贈
品
ハ
寄
贈
者
ノ
氏
名
及
寄
贈
年
月
日
ヲ
各

原
簿
ニ
記
載
シ
テ
、
、
水
ク
之
ヲ
保
存
ス
。

委
託
口
問
ハ
本
文
庫
所
蔵
ノ
物
件
ト
同

一
ノ
取
扱

ヲ
為
ス
ベ
シ
。
但
シ
委
託
者
ニ
於
テ
特
ニ
指
定

シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。



第
二
十
六
条

委
託
品
ハ
火
災
盗
難
其
ノ
他
避
ク
ベ

カ
ラ
ザ
ル

災
害
ニ
因
リ
損
失
ア
ル
モ
、
本
文
庫
ハ
其
ノ
責

ニ
任
ゼ
ズ
。

第
五
章

ム5本本 附
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lレート
細 二
則年
ハ四
月
文 一
庫日
長ヨ
日1) 1) 
ニ J也
之行

ヲミ
刃三

第
二
寸
七
条

第
二
十
八
条

第

花
僅
文
庫
は
本
庫
と
分
庫
の
二
庫
を
有
す
る
施
設
で
あ

っ
た

一
条
)
。
そ
の
本
庫
は
花
僅
小
学
校
跡
地

(粟
田
部
町
第
二
十
二
日す

二
十
二
番
地
)
に
建
て
ら
れ
、

そ
の
分
庫
は
新
た
に
同
町
字
薮
田
に

建
設
さ
れ
た
花
僅
小
学
校
校
内
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
花
僅

文
庫
が
嘗
て
花
僅
学
校
内
に
設
置
さ
れ
た
花
僅
図
書
館
の
流
れ
を
汲

む
図
書
館
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
文
庫
は
図
書
雑
誌
の
み
な
ら
ず
、
常一
日画
、
考
古
品
類
、
郷
土
資

料
を
蒐
集
保
存
す
る
こ
と
が
、
そ
の
目
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た

(第

二
条
)
。
花
僅
文
庫
は
今
日
の
図
書
館

・
文
書
館

・
博
物
館
、
の
三

館
を
一
体
化
し
た
よ
う
な
施
設
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
そ
の
蔵
書
目
録

並
び
に
所
蔵
品
目
録
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ

福
井
県
出
架
凹
部
町
立
花
箆
文
庫
に
つ
い
て

る
そ
の
利
用
者
は
「
特
殊
者
」
(研
究
者
等
で
あ
ろ
う
か
)
ま
た
は

広
く

「一

般
公
衆
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た

(第
二
条
)。

そ
し
て
、

そ
の
目
的
は

「特
殊
者
又
ハ

一
般
公
衆
ノ
縦
覧
及
閲
覧
ニ
供
シ
、
知

識
及
趣
味
ノ
向
上
ヲ
図
リ、

学
術
研
究
並

二
社
会
教
育
ニ
資
ス
ル
」

と
定
め
ら
れ
て

い
た

(同
条
)
。
「
花
僅
図
書
館
創
立
趣
意
書
」
で
福

わ
れ
て
い
た

「
国
運
ノ
発
展
ニ
貢
献
ス

ル
」
こ
と
は
、
こ
こ
に
は
見

ら
れ
な
い
。
花
僅
文
庫
が
開
庫
さ
れ
た
昭
和
十
二
年

(一

九
三
七
)

四
月
の
三
か
月
後
、
同
年
七
月
七
日
に
は
康
溝
橋
事
件
が
起
こ
り
、

日
本
が
日
中
戦
争
へ
と
進
ん
で
い
く
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
を
考
え

る
と
、
花
僅
文
庫
の
規
則
に
国
家
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

花
僅
文
庫
に
は
文
庫
長

一
名
、
司
書
一

名
、
書
記
二
名
が
配
置
さ

れ
て
い

た

(第
三
条
)
。
開
館
日
は
、
本
庫
が
毎
週
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祭
日
と
し
、
そ
の
開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

(土
曜
日
は
午
後
の
み
)
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

一
方
の
分
庫
は
年

中
公
開
さ
れ
て
い
た

(第
七
、
八
条
)。

こ
ち
ら
の
開
館
時
間
は
規

定
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
学
校
内
の
施
設
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
開
館
時
間
も
小
学
校
の
始
業
終
業
時
間
内
で
あ

っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
休
館
日
は
本
庫
分
庫
と
も
に
四
大
節
と
年
末
年
始
の
十
二
月

凶
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二
十
五
日
か
ら
翌
年

一
月
五
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
た

条
)。図
書
の
縦
覧
・
閲
覧
は
す
べ
て
無
料
で
あ
っ
た

(第
九
条
)。

本

規
則
で
は
縦
覧
者
と
閲
覧
者
を
区
別
し
て
い
る
。
ま
ず
縦
覧
者
は
受

付
で
備
付
の
名
簿
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
記
入
の
上
、
閲
覧
室
の

み
で
の
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た

(第
十
一

、
十
三
条
)
。
一

方
の

閲
覧
者
は
閲
覧
票
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
図
書
を
借
り
受
け
て
、

退
庫
の
時
に
そ
れ
を
返
却
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た

(第
十
二

条
)。

こ
の
規
定
を
見
る
限
り
で
は
、
閲
覧
者
は
文
庫
内
で
あ
れ
ば
、

閲
覧
室
以
外
の
場
所
で
も
図
書
が
利
用
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

書
籍
の
貸
出
し

(携
出
)
は
携
出
票
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
て
、

文
庫
長
若
し
く
は
司
書
の
許
可
を
得
て
、

二
週
間
以
内
の
貸
出
し
が

認
め
ら
れ
て
い
た

(第
十
五
、
十
六
条
)
。
ま
た
、
そ
の
延
長
も
文
庫

長
若
し
く
は
司
書
の
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
可
能
で
あ

っ
た
(
第
十
七

条
)。

た
だ
し
、
貸
出
し
は

一
人

一
冊
に
限
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
量
一
回

や
辞
書
類
、
閲
覧
希
望
者
が
多
い
書
籍
、
新
刊
書
で
購
入
後

一
ヶ
月

以
内
の
書
籍

(但
し
定
期
刊
行
物
は
除
く
)
は
、
そ
の
貸
出
し
が
禁

止
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
福
井
県
外
に
居
住
す
る
人
の
貸
出
し
も
禁
止

さ
れ
て
い
た

(第
十
九
条
)

0

花
僅
文
庫
は
図
書
雑
誌
の
他
に
、
書
画
や
考
古
品
、
郷
土
資
料
の

(第
七

凶
四

蒐
集
保
存
も
行
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
各
種
品
目
の
委
託

・

寄
贈
も
受
け
入
れ
て
い
た

(第
二
十

一
条
)
0

委
託

・
寄
贈
を
希
望

す
る
人
は
そ
の
品
目
、
員
数
、
価
格
、
住
所
、
氏
名
を
本
文
庫
に
申

し
込
み
、
文
庫
長
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
本

文
庫
か
ら
寄
贈
又
は
委
託
を
依
頼
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

か
っ
た

(
第
二
十
二
条
)。

ま
た
寄
贈

・
委
託
に
要
す
る
費
用
は
、

寄
贈
者
若
し
く
は
委
託
者
が
負
担
し
た
(
第
二
十
四
条
)。

本
規
則
第
六
条
に
拠
る
と
、
縦
覧
及
閲
覧
者
名
簿
や
日
誌
も
作
成

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
名
簿
や
日
誌
は
現
在
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
利
用
状
況
や
運
営
実
態
は
不
明
で

あ
る
。
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て
そ
の
解
明
に
努
め
た
い
。

結
び
|
|
花
宣
文
庫
の
そ
の
後

昭
和
三
十
一
年

(一

九
五
六
)
に
粟
田
部
町
は
今
立
町
と
な
り
、

そ
れ
に
と
も
な

っ
て
粟
田
部
町
立
花
僅
文
庫
も
今
立
町
立
花
笹
文
庫

と
改
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
四
十
七
年

(一

九
七
二
)
九
月
、
今

立
町
立
花
僅
図
書
館
分
館
が
今
立
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
併
設
さ

れ
、
花
僅
図
書
館
本
館
は
毎
週
水
曜
日
の
み
の
開
館
と
な
り
、
事
実

上
閉
館
と
な
る
。
昭
和
五
十
八
年

(一

九
八
三
)
、
新
た
に
今
立
町



立
図
書
館
が
設
置
さ
れ
、
旧
花
箆
文
庫
の
蔵
書
も
そ
こ
へ
移
管
さ
れ

た
。
ま
た
今
立
町
立
図
書
館
に
は
歴
史
民
俗
資
料
館
が
併
設
さ
れ
、

旧
花
僅
文
庫
収
蔵
の
考
古
品
や
郷
土
資
料
等
は
そ
ち
ら
へ
収
蔵
さ
れ

た
そ
う
で
あ
る
。
平
成
十
七
年

(二

O
O
五
)
十
月
、
旧
武
生
市
と

旧
今
立
町
が
合
併
し
越
前
市
が
誕
生
す
る
。
そ
れ
に
伴
い

、
今
立
向

立
図
書
館
は
越
前
市
今
立
図
書
館
と
改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

注
(l
)

U
本
図
刊
館
協
会
編

『近
代
日
本
図
辛
口
館
の
歩
み
地
方
知
』

(H

本
図
書
館
協
会
、
平
成
凶
年
三
刀
刊
)
に
「

一
九
三
六
年
、
印
刷
業

の
成
功
者
、
三
秀
舎
主
島
述
太
郎
の
待
問
に
よ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
の
架
悶
部
町
立
花
笹
図
告
館
は
、
花
位
匡
一文
庫
時
代
の
図

書
と
合
わ
せ
て
そ
の
蔵
書
は
約
五
千
二
百
冊
に
及
び
、
県
下
の
図
書

館
の
中
で
は
福
井
凶
刊
館
、
町
立
武
生
図
升
館
と
と
も
に
、
立
重
な

政
弘
け
を
訂
す
る
独
立
肉
中
川
飢
の

一
つ
に
な

っ
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

白
見
に
従
え
ば
、
こ
れ
が
日
本
凶
作
館
史
の
観
点
か
ら
花
僚
文
庫
に

つ
い
て
言
及
し
た
唯

一
の
記
述
で
あ
る
。

(2
)
南
越
花
笹
会
編

『南
越
花
笹
会
誌
」
第

一
号
、
大
正
元
年
九
月
刊
、

五
七

i
六
四
ペ
ー
ジ
。

(3
)
同
右
、
六
七
ペ
ー
ジ
。

橋
付
叶
県
旧
架
間
部
町
立
花
僅
文
庫
に
つ
い
て

(4
)
問
布
、
六
四
ペ
ー
ジ
。

(5
)
同
右
、
六

一
ペ
ー
ジ
。

(6
)
週
刊
朝
日
編

「他
段
年
表

昭
和
六
十
三
年
六
川
刊
。

(7
)
注

(2
)、
六
冗
ベ

l
ジ
。

(8
)
花
箆
校
行
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編

『花
箆
校
行
年
史
』
、
花
箆
小

学
校
、
昭
和
問
十
九
年
刊、

五
十
四
ペ
ー
ジ
。

(9
)
同
布
、

一
七
三
ペ
ー
ジ
。

(川
)

注

(2
)、
六
五
ペ
ー
ジ

(日
)

福
井
県
教
育
委
員
会
編

『福
井
県
の
近
代
化
遺
産
』
収
載
「
粟
田

部

烏

会

館

(川
架
間
部
町
立
花
箆
文
庫
)」
、
平
成
十

一
年
三
月
刊
、

一二
七
ペ
ー
ジ
。

(円以
)
『
南
越
花
箆
会
誌
」
第
二
十
三
号
収
録
「
花
笹
文
庫
落
成
奉
告
祭
及

間
移
管
式
の
記
」
、
昭
和
十
二
年
七
月
刊
、
六
四
ペ
ー
ジ
。

(日
)

福
井
大
学
総
合
同
書
館
市
島
文
庫
所
蔵

『花
箆
文
庫
設
立
の
由
来

並
規
則
』
、
昭
和
1
二
年
山
川
刊
、

一
1
四
ペ
ー
ジ
。

(凶
)

三
秀
令
の
ホ
|
ム
ベ
|
一
ン
に
は
、
そ
の
創
業
を
明
治
三
イ
三
年

(一

九
O
O
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(日
)

注

(円以
)
、
別
紙
折
込
み
。

(山山
)

注

(日
)
、
J

ハ
1
十
ペ
ー
ジ
。

(げ
)

越
前
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
参
照
。

明
治
・
大
正

・
昭
和
』
、
朝
日
新
聞
社

四
五



圏
文
向
学
論
叢

第
六
十
七
輯

四
六

〈付
記
〉

花
笹
文
庫

(現
鳥
会
館
)
の
見
学
に
際
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
越
前
市
教

育
委
員
会
事
務
局
文
化
課
(
入
江
隆
亮
様
)
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

本
稿
に
掲
載
し
た
写
真
は
す
べ
て
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

(福
井
大
学
准
教
授
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
本
図
書
館
史

福
井
県

花
僅
文
庫

島
連
太
郎


